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れませんが夢を

今すぐ実現と

たり的でなく

いって欲しいと

周はかかっても

向をよく汲んで
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あなたのお宅では、次のような品物
は、どこで買い物されますか。

籍果1

昭和59年弱杏と比較して、地元の商店での日常食

品、書籍、医療品などの買い物比率が低下しており
代わって岡垣　水巻町、北九州市内での買い物比率

が高くなっている。全般的に買い物容の流出傾向が

見られる。

塾 �近 �近 �北 �北 �北 �福 �福 �そ �計 刀二 の �接 講 �接 講 �九 折州 �九 黒州 �九 中州 �岡 彊 �岡 詩 �の 
商 店 ���尾寓 �崎寓 �倉雷 ���他 

水 �直 �地 �地 �地 �部 付 �地 
巷 �方 市 �区 �区 �区 �近 �区 

品 �目 

肉∴魚、野菜などの日常食品　　　　　今回の �査 �75．0 �13．1 �4．0 �5．1 �0．0 �0．0 �0．0 �0－0 �2．8 �100．0 

S59年 �査 �86．2 �4．3 �1．6 �4．3 �1．6 �0．5 �－ �－ �1．6 

査 �2．8 �4．4 �2．2 �7．2 �70．6 �7．2 �0．0 �4．4 �1．1 

S59年 �査 �7．5 �4．8 �5．3 �4．8 �7仁7 �3．2 �－ �1．6 �1．1 

査 �3．6 �10．9 �6．1 �20．6 �48．5 �6－1 �0．0 �0．0 �4．2 

S59年 �査 �1．7 �8．0 �2．3 �22．3 �61．7 �2．3 �－ �－ �1．7 

査 �5．3 �3．8 �4．5 �4．5 �65．4 �9．8 �1．5 �1．5 �3．8 

S59年 �査 �12．0 �5．1 �4．0 �11．6 �64．0 �1．7 �－ �0．6 �1．1 

査 �24．3 �11．8 �6．9 �6．9 �41．7 �2．8 �2．1 �2．1 �1．4 

S59年 �査 �60．9 �4．9 �0．5 �9．2 �22．8 �1．1 �－ �－ �0．5 

査 �55．5 �11．6 �4．3 �4．3 �15．2 �3．0 �0．0 �1．8 �4．3 

S59年 �査 �75．7 �4．8 �1．1 �3．7 �7．9 �－ �－ �－ �6．9 

〆‾

2
1
世
紀
に
向
け
て

暮
雪
の
顔
を
真
イ
ブ
デ
ブ
ブ

遠
賀
町
は
、
近
年
、
北
九
州
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
宅
地
開
発
が
進
み
、
人
口
が
急
増
し
、

市
街
地
と
し
て
の
発
展
を
と
げ
て
い
ま
す
。
2
1
世
紀
に
向
け
て
町
の
〝
顔
〟
と
も
い
う
べ
き
遠
賀

川
駅
前
地
区
の
商
店
街
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
遠

賀
町
を
考
え
る
う
え
で
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
都
市
計
画
課
で
は
地
域
の
意
向
を
反
映
さ
せ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
商

店
街
の
皆
さ
ん
や
町
民
の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
平
成
4
年
1
月
実
施
）
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
報
告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
昭
和
的
年
に
商
工
会
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
比
べ
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
の
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
商
店
街
の
新
し
い
顔
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
街

路
網
、
駐
車
場
、
交
通
広
場
、
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
、
モ
ー

ル
、
歩
行
者
専
用
道
路
な
ど
の
交
通
施
設
の
整
備
計
画
の

総
合
的
な
検
討
を
行
う
た
め
に
実
施
し
ま
し
た
。

本
町
全
域
か
ら
無
作
為
抽
出
に
よ
り
選
定
し
た
居
住
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
送
付
し
、
遠
賀
川
駅
商
店
街
の
買

い
物
状
況
、
商
店
街
に
対
す
る
意
向
、
駅
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
意
向
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

・
ア
ン
ケ
ー
ト
送
付
総
数
　
　
4
1
6
人

・
回
答
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1
0
人

・
調
査
実
施
期
間
　
　
平
成
4
年
1
月
6
日
～
1
6
日



町づくりアンケート

遠賀町商工会

会長　木村庚夫

昭和59年の調査と比較して、近隣大

型店舗への客の流出に拍車がかかって

きており、商工会としても危機感をも

っています。街路灯の設置や歩道の整

備と町並みは少しずつ良くなってきて

いますが、最大のネックはやはり駐車

場の確保をどうするかということです。

商工会では、共同店舗や定期的なイベ

ントの開催、特産物の開発、河川を利

用しての駐車場の確保などで活性化を

図りたいと考えています。町おこし、

人づくりと注目されている今がモーシ

ョンを起こす時だと感じています。出

来れば今年中にも、町づくり委員会的

なものを発足させ、水と緑のイメージ

に合った、若者が集い活気にあふれる

町づくりに向けて、行政と一体となっ

て預撞的に取り組んでいきたいと思い

ます。

あなたが買い物に行かれる回数は、
どのくらいですか。 結果2 昭和59年調査と比較して、地元の商店 へほとんど毎日買い物する比率が低下し �ほ と �週 �週 �月 �（単1 ケ 月 �●● め っ た 

ん と �回 �回 位 � ��！… †丁 

ている。 �毎 日 �以 上 ��回 位 �に 回 �か な い 

場　　　　　所 

359 �203 �25．5 �10．5 �3．3 �4．6 

S59年調査 �58．6 �26．7 �9．4 �上6 �0．5 �1．6 

39 �188 �25．0 �29．7 �4．7 �18．0 

S59年調査 �2．1 �2．6 �9．4 �20．4 �14．7 �42．9 

00 �7．1 �18．4 �29．6 �14．3 �30．6 

S59年調査 �0．5 �2．6 �2．6 �9．4 �11．5 �63．4 

19 �103 �15．0 �29．0 �15．0 �29．0 

S59年調査 �1．6 �2．1 �3．7 �29．3 �20．9 �33．5 

19 �67 �125 �26．0 �33．7 �19．2 

S59年調査 �1．0 �0．5 �5．8 �44．0 �31．4 �13．6 

あなたが買い物に行かれる場合の交
通機関は？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

結果3 自家用車での買い物が急増しており、 ��パ ス �J R �私 鉄 �自 �自 転 車 �徒 

家 ��歩 
駐車スペースをもつ折尾、黒崎、水巻へ の伸び率が注目される。 �����用 事 �単 車 �の み 

場　　　　　　所 

4．8 �0．0 �0．0 �55．9 �13．8 �25．5 

S59年調査 ��0．5 �－ �－ �27．0 �45．4 �26．5 

7．7 �上7 �0．9 �87．2 �2．6 �0．0 

S59年調査 ��6．1 �1．1 �－ �77．7 �13．8 �－ 

4．1 �5．2 �0．0 �89．7 �1．0 �0．0 

S59年調査 �5．9 �－ �－ �92．2 �2．0 �－ 

北九l � �38 �77 �0．0 �88．5 �0．0 �0．0 

S59年調査 �24．5 �10．0 �3．6 �61．8 �－ �－ 

北ナLl � �26 �342 �0．9 �62．4 �0．0 �0．0 

S59年調査 ��2．5 �50．0 �－ �46．8 �0．6 �－ 

く回答数）　　　　　　施　設　等　　11， 

詫 i器 80 “70 ee 50 48 3。 駕 ● く 90 8の ？ta ee Se �　　45 高上日昌品目 ��� �15 2蒙妻ら。2三男＿＿L �� 

竃ア亨歩套籠筆墨麦欝意 鍋毛蟹道場　レ垂れ 

要も 回書：鼓）　　　店　舗 

■ile �����”7 2多雪雲a 

48 30 2o le ● � � �自凸古口日吉凸 

竃蕪霜鷺震薯誓言書芸 　　　　1嚢曽 　　　il碧 l茜 
ト フ‾ l 

一、3、＼

あなたは駅前商店街が利用しやすく
なるため（こぼ、どんな施設及び店舗
が必要だと思いますか。

結果4

施設では、自転車　単車などの駐車場
が圧倒的に多く、安全に買い物をするた
めの歩道、アーケード化、公衆トイレ、

交通現制の順となっている。また、店舗

では、スーパ一・百貨店の要望が強く、

生鮮食料品店、衣料品店、飲食喫茶店、

日用雑貨品店など生活必需品面の店舗が

要望されている。

こ
れ
か
ら
は
、
官
民
一
体
と
な
っ
た

取
組
み
が
必
要
で
す
。
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構成比

遠賀川聯前広場は今後どのような整
備をすれば良いとお考えですか。

結果5

駅前広場の整備としては、町の顔にふ

さわしい景観の整備とバスターミナルの

設置要望が多く、個性的で利便性に富ん

だ駅前開発が望まれている。

88 112 

27 

102 

5．その他 　　　　　　　　　言† �13 342 

5．（3．鑓）

雛周辺の駐車場・駐輪場Iこついてど
のようにお考えですか。

結果6

商店街専用の駐車場を増やしてほしい

とする要望が多く、駅前駐車場とともに

車利用容への配慮が望まれる。

（回答数）

IT

こ
の
意
見
は
、
記
述
式
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
す
。
多
橿

多
様
な
意
見
・
要
田
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
商
店
の
専
用
駐
車
場
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん
、
一
方
通
行
な
ど
の
交
通
規

制
が
必
要
と
思
う
。
駅
前
は
町
の
顔
で
も
あ
る
の
で
、
部
会
的
な
雰
囲

気
が
ほ
し
い
。
高
層
二
品
級
ビ
ル
が
必
要
と
い
う
の
で
は
な
く
、
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
や
公
園
、
交
番
な
ど
セ
ン
ス
の
よ
い
建
物
と
配
置
に
よ
る

近
郊
都
市
化
の
イ
メ
ー
ジ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
。

▼
鎮
周
辺
へ
の
交
通
手
段
と
し
て
、
バ
ス
の
本
数
が
少
な
い
た
め
車
で
の

移
動
が
多
く
な
り
、
車
で
の
移
動
で
あ
れ
ば
大
型
店
舗
（
北
九
州
方
面
）

へ
行
っ
た
ほ
う
が
駐
車
場
や
品
数
で
満
足
で
き
る
。
そ
こ
で
、
遠
賀
川

駅
ま
で
の
バ
ス
の
本
数
を
増
や
し
移
動
を
便
利
に
す
れ
ば
、
活
性
化
が

望
め
る
と
思
う
。

▼
商
店
街
の
道
路
が
あ
ま
り
に
も
狭
く
て
通
行
の
便
が
悪
い
の
で
歩
道
を

作
っ
て
ほ
し
い
。
側
を
通
る
柳
田
川
に
フ
タ
を
し
、
駐
車
場
と
し
て
は

ど
う
か
。

▼
駅
前
に
ア
ー
ケ
ー
ド
を
作
り
、
も
っ
と
色
々
な
商
店
を
増
や
し
て
ほ
し

い
。
駅
裏
の
開
発
を
進
め
、
自
動
車
学
校
の
施
設
を
誘
致
し
て
は
ど
う

か。
▼
も
う
少
し
都
市
景
観
（
道
路
の
タ
イ
ル
張
り
、
照
明
、
色
調
な
ど
）
を

出
す
必
要
が
あ
る
。
高
層
ビ
ル
　
（
商
店
の
集
約
化
）
　
の
建
設
、
こ
れ
に

伴
う
買
い
物
容
の
分
散
を
防
止
し
、
一
応
駅
周
辺
で
物
は
そ
ろ
う
よ
う

に
将
来
は
考
え
て
い
く
べ
き
だ
。

▼
駅
周
辺
に
公
衆
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。
花
を
た
く
さ
ん
植
え
て
、

歴
史
資
料
館
や
美
術
館
み
た
い
な
も
の
が
あ
れ
ば
索
敵
だ
と
思
い
ま
す
。



町づくりアンケート

（1）道路

●駅前通りを歩行者空間の軸とし、この軸を

中心として西川や遠賀川河岸と結ぶ歩行者ネ

ットワークを形成する。

●歩行者道路の整備と合わせ、水路を活用し

た水辺空間の整備を行い、駅前通りと連携し

た快適な歩行者空間としての整備を図る。

（2）駅前広場

●隣接街区の土地の高度利用化を促進し、駅

前広場の整備拡張を行う。

●町の玄関口にふさわしい景観整備を行う。

●駅前広場の整備と合わせ交通結節拠点の強

化を図る。

＼、＼ �　　　魅広住 虻∴　　∴÷ � ��● 商 ？ 

（3）駐車場 

●蠍北側地区商店街の買い物害のための 駐車場の整備を促進する。 ●近隣店舗における車を利用した買い物 害の車から店舗までの歩行距離は短い （あまりあるかない）という傾向を考慮 した駐蜜場及び停車帯の計画を行う。 �樹怒．、．i蒜遠雷 ＿ノ整整護護観＄ ′▲ 

●鰊利用客のための公共軽車場の整備拡 �　　　i 珊叫スタ‾ミ加’寝間腿積l 

充を図る。 

居住環境の整備方針 ●既存の良好な住宅地はその保全を図る。 ��∴ i di ＼ る。 、魅力ある 

商業空間の整備方針 

●既存の駅北側地区商 

：∴∴∴∴∴∴∴「∴： 
華 i �した商業地区の形成、　I　　　W 

「「∴∴∴「　∵ 
沌　しての形成を図る。 ．琵堅甲輩出齢‾三髄露醇　●車による買い物客に 

．三＿」一躍瑳託嬰／　対する利便性、安全性、欄性の高い商業空間の形成を図 
．亡者華一腰懇磐寮　●商店街の集積を強化し・遠賀町固有の特徴ある景観形成 

謹蓬藷露盤堕　商店街の整備を行う。 

一、、5＼．

町
で
は
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
交
通
環
境
面
、
商
業
環
境
面
、
居

面
か
ら
調
査
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
県
総
合
計
画
、
北
九
州
都
市
間

政
計
画
、
町
総
合
計
画
な
ど
の
上
位
計
画
の
要
請
を
ふ
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の

る
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
定
め
る
予
定
で
す
。



国

島門小学校区 

塵態鶉 
轡覿 

回
国
回
国

気
軽
は
楽
し

私
た
ち
が

麹
ポ
ー
蓋
介
し
尋

4
月
3
日
（
金
）
に
定
例
体
育
指
導
委
員
会
が
開
か

れ
、
平
成
4
年
・
5
年
度
の
2
年
間
、
町
体
育
指
導
委

員
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
く
1
5
人
の
方
が
決
ま
り
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

体
育
指
導
委
員
は
町
教
育
委
員
会
の
非
常
勤
特
別
職

と
し
て
、
町
が
主
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
ス
ポ
ー
ツ

大
会
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
つ
い
て
の
企
画
一
日
薫
・

運
営
・
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
l
回
定

例
会
を
開
き
、
指
導
技
術
な
ど
の
研
鎚
に
努
め
て
い
ま

す。
現
在
、
町
内
で
は
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
活
発

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
を
き
っ
か
け
に
語
成
さ
れ
た
ク
ラ

ブ
や
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
健
康
維
持
な
ど
を
目
的
に

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
特
別
な
体
力
や
技
術
を
必
要
と
し
な
い
、

だ
れ
も
が
手
軽
に
行
え
る
種
目
を
選
び
、
町
民
の
一
人

で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
親
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
種
目
を
紹

介
・
指
導
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

⑬
ス
ポ
ー
ツ
紹
介

フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
お
し
ゃ
れ
な

ス
ポ
ー
ツ
、
自
分
の
球
を
で
き
る
だ

け
目
標
に
近
づ
け
る
よ
う
に
投
げ
合

う
競
技
で
す
。
魅
力
は
最
後
の
ど
ん

で
ん
返
し
、
さ
あ
／
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
よ
う
。

園
田
回
園
田

・
ル
ー
ル
が
簡
単
で
諸
に
で
も
プ
レ

ー
が
楽
し
め
ま
す
。

・
特
別
な
施
設
を
必
要
と
せ
ず
、
4

m
X
1
5
m
の
ス
ペ
ー
ス
　
（
土
、
又

は
芝
生
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
が
あ
れ

ば
楽
し
め
ま
す
。

・
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し

め
ま
す
。

田
町
四
回
固
四
囲

①
2
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
ジ
ャ
ン
ケ

ン
・
ト
ス
な
ど
で
勝
っ
た
A
チ
ー

ム
の
1
人
が
ス
タ
ー
ト
地
点
と
な

る
直
径
銘
∝
～
5
0
餅
の
サ
ー
ク
ル

を
描
き
、
そ
の
中
で
両
足
を
そ
ろ

え
ビ
ュ
ッ
ト
（
目
標
）
を
6
m
以

上
m
m
以
内
の
距
態
に
投
げ
る
。

②
ひ
き
続
き
A
チ
ー
ム
の
1
人
が
第

1
球
目
の
ボ
ー
ル
を
で
き
る
だ
け

ど
ュ
ッ
ト
の
近
く
に
止
ま
る
よ
う

に
投
げ
る
。

③
次
に
B
チ
ー
ム
は
A
チ
ー
ム
の
ボ

ー
ル
よ
り
さ
ら
に
ビ
ユ
ノ
ト
に
近

す
く
よ
う
に
第
1
球
目
を
投
げ
る

両
チ
ー
ム
が
1
球
ず
つ
投
げ
た
後

ビ
ュ
ッ
ト
に
近
い
方
の
チ
ー
ム
が

勝
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

④
こ
の
後
の
投
球
順
は
交
互
に
行
わ

ず
、
負
け
て
い
る
チ
ー
ム
が
相
手

チ
ー
ム
よ
り
近
く
な
る
ま
で
投
球

を
続
け
ろ
。

⑤
而
チ
ー
ム
と
も
設
け
終
え
た
時
に

ピ
エ
ツ
ト
に
一
番
近
い
ポ
ー
ル
を

投
げ
た
チ
ー
ム
が
勝
ち
と
な
り
、

得
点
を
数
え
る
。



鶉蘭
島　　園田　　　　　到

田園困帥i開園町田蘭留田

園社会教育係S

婦人会、老人会、子ども会育成会など

の社会教育関係団体との連携と育成や同

和教育の充実、文化ふれあい事業や子ど

も祭り、成人式などの諸事業の企画・推

進、文化財の発掘・保護などの業務を行

っています。また、社会教育委員会議や

文化財保護委員会などの審議機関の運営

も行っています。

獲体育振興係○

総合運動公園・公園内施設、遠賀川漕

艇場などの町民体育施設の管理・運営や

各種スポーツクラブの実態把握と育成、

新スポーツや生涯スポーツを紹介するス

ポーツ教室の開催、体育指導委員の育成、

各種スポーツ行事の企画・推進を行って

います。

また、スポーツ振興についての疑問や

要望がありましたら、お気軽にお問い合

わせください。

獲公民館係S

住民の皆さんが利用しやすい公民館を

目指して、各地区の公民館活動の助言・

援助、連絡事務などを行っています。ま

た、図書室資料の分類・整理や移動図書
・録音図書の貸出しをはじめとする図書

教育の充実、中央公民館でのサークル活

動の振興や紹介などのお手伝いをしてい

ます。
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広泥中学校区 

寝息轟 
（広　減・約歳）　　　　（遠賀IIi・備殿）　　　　（中∴央・52鰯） 

親鳥 
渋木小学校区 

嶽愈爆 
（芙　蓉・備歳）　　　　　（浅　木・騎殿）　　　　　（東　町・61越） 

梅田典子思 
俳
句
へ
遠
賀
俳
友
句
会
抄
）

池
田
幸
利
達

漣
は
上
へ
上
へ
と
風
光
る

小
野
多
恵
子

黄
水
仙
十
三
仏
の
向
き
向
き
に

三
村
　
妙
子

邁
摘
む
汽
車
す
れ
違
ふ
風
の
申

末
永
キ
ミ
枝

梅
は
つ
り
人
の
気
配
の
な
き
ま
ま
に

川
上
　
久
夫

茎
立
つ
や
一
流
水
の
眩
し
さ
に

柴
田
と
も
子

短
歌
へ
お
ん
が
短
歌
会
詠
草
）

河
申
請
書
選

菜
も
革
も
花
咲
か
せ
い
て
や
わ
ら
か

さ
光
の
中
に
は
け
は
け
と
立
つ

井
口
　
締
子

枯
れ
草
を
焼
け
る
炎
は
春
を
呼
ぶ
声

と
も
な
り
て
土
手
走
り
ゆ
く一

日
　
房
子

尋
ね
来
る
友
の
笑
顔
を
お
も
い
つ
つ

灰
汁
に
手
を
染
め
醇
の
皮
む
く

柴
田
　
　
房

雨
や
ど
り
す
る
蔭
も
な
く
家
路
遠
さ

一
本
道
を
ぬ
れ
て
煽
り
ぬ

高
崎
　
峡
江

腫
れ
住
む
息
子
の
姿
夢
見
し
も
鐙
話

の
声
に
心
安
ら
ぐ

一
－
一
滴
寿
美
子



納税：国民健康保険税（1期）5月16日由一6月1日旧）

お闊偽金船遊は・・・・・・練塀℡293－1234

回田四
四回田圃

‘‘水防は

みんなの手で

遠賀川「水陽の目」

遠賀川水防演習

●と　き＝5月31日（日）の

午前9時一正午

●ところ＝田川都会田町

人見地先

（詳しい内容は5月25日号（こ

掲載します。）

事業主の皆さんへ

労働保険料の申告・納付は

4月1日～

5月15日

正しくお早めに．／

〆

題
配
。
岡
垣

防
衛
庁
晴
員
真
実
丁
種
］

●
受
付
期
間
）
5
月
柳
田
（
水
）
ま
で

●
拭
鹸
目
）
6
月
郷
日
（
日
）

●
と
こ
ろ
）
福
岡
市

●
受
験
資
格
）
昭
和
紳
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
備
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
な
ど

●
拭
鹸
区
分
）
数
学
、
物
理
、
土
木
、

短
気
な
ど
Ⅱ
区
分

●
向
い
合
わ
せ
・
受
験
案
内
請
求
先
）

防
衛
庁
人
事
局
人
事
第
3
課
採
用
試
験

係
〒
1
0
7
東
京
都
港
区
赤
坂
9
－
7
－
備

℡

0

3

（

3

4

0

8

）

5

2

1

1

●
受
験
資
格
）
昭
和
約
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
備
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
大
学
卒
葉
程
度
の
学
力
を
有
す

る
人
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
用
紙
請
求
先
）

〒
㈱
北
九
州
市
小
倉
北
区
高
峰
町
5
－

7
「
小
倉
少
年
鑑
別
所
」
℡
（
5
8
1
）

0
－
I
．
1
〔
l

剛
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

－
遠
賀
郡
連
合
婦
人
会
教
義
講
座

法
務
教
官
（
大
学
卒
業
程
度
）
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か

法
務
教
官
採
用
試
験
に
合
格
し
、
採

用
に
な
る
と
国
家
公
務
員
と
し
て
、
少

年
鑑
別
所
ま
た
は
少
年
院
に
勤
務
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
第
一
次
賦
韓
日
）
6
月
2
0
日
（
土
）

●
申
込
期
間
）
5
月
1
8
日
（
月
）
ま
で

最
近
、
エ
イ
ズ
問
題
が
話
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
無
関
心
で
は
い

ら
れ
な
い
現
状
の
中
、
正
し
い
知
識
を

一
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
開
諦
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
）
5
月
1
8
日
（
月
）
の
午
前

同
時
0
0
分
か
ら
正
午
ま
で

●
と
こ
ろ
）
　
コ
、
、
、
ユ
一
一
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
・
ホ
ー
ル

●
濃
　
震
）
　
「
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
」

●
請
∴
師
）
遠
賀
保
健
所
所
長

児
玉
　
加
代

●
入
　
場
）
無
∴
料

芦
屋
海
辺
の
自
然
観
寛

教
室
の
参
加
書
募
集
中
。

●
と
　
き
）
5
月
3
1
日
（
日
）
雨
天
の

場
合
は
中
止

●
と
こ
ろ
）
芦
屋
町
魚
見
公
園
周
辺

●
集
　
合
）
　
「
国
民
宿
舎
あ
し
や
」
前

に
9
時
5
0
分
集
合

●
申
込
資
格
）
小
学
校
1
年
生
以
上
恥

入
（
先
着
順
）

●
募
集
期
間
）
5
月
1
日
－
徳
目

●
申
込
み
）
亀
話
か
ハ
カ
キ
で
〒
8
1
2
福

岡
市
博
多
区
東
公
園
7
－
7
「
福
岡
県

環
境
保
全
課
自
然
公
園
係
」
℡
0
9
2

（
6
2
2
）
1
4
0
6
へ

東
京
消
防
庁
消
防
盲
募
集

こ
の
試
験
は
、
東
京
都
の
消
防
業
務

に
従
事
す
る
消
防
官
（
－
類
＝
大
学
卒

業
程
度
）
の
採
用
試
験
で
す
。

●
採
用
予
定
人
員
）
約
2
0
0
人

●
受
験
資
格
）
昭
和
仰
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
備
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
子
で
日
本
国
籍
を
も
つ
人

二
九
コ
ー
ナ
ー

●
遠
賀
消
防
本
部
（
2
9
3
）
1
2
3
1

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

外
出
前
に
火
の
元
確
認
／

行
楽
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
家
族
ぐ
る
み

の
外
出
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
そ
の
留
守
中

に
火
事
に
な
っ
た
と
い
う
事
例
も
あ
り

ます。外
出
時
の
火
災
予
防
と
し
て
次
の
こ

と
に
注
意
し
、
火
師
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
老
人
や
子
ど
も
、
身
体
の
不
自
由
な

人
、
あ
る
い
は
病
気
の
人
だ
け
を
残

し
て
外
人
し
な
い
。

●
こ
ん
ろ
、
風
呂
が
ま
な
ど
の
ガ
ス
器

具
は
元
栓
を
閉
め
る
こ
と
。

●
ア
イ
ロ
ン
、
ト
ー
ス
タ
ー
な
ど
の
種

気
器
具
は
差
し
込
み
を
コ
ン
セ
ン
ト

か
ら
抜
く
こ
と
。

●
ガ
ス
器
具
及
び
短
気
器
具
を
使
用
す

る
陳
は
、
必
ず
指
差
呼
称
で
行
う
こ

と
○

●
ゴ
ミ
や
紙
ク
ズ
な
ど
を
放
埴
し
て
お

く
と
放
火
さ
れ
ろ
恐
れ
が
あ
る
の
で

家
の
周
囲
は
整
理
整
頓
し
て
お
く
こ

と。魯
内
火
災
・
敵
意
件
敵

平
成
3
年
4
月
～
平
成
4
年
3
月

（
平
成
3
年
度
統
計
）
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町制30月年記念

シンボルマ一つ

未来に羽ばたく岡垣町にふさわしいシン

ボルマークを募集します。

－テーマ　町制30周年の基本テーマである
rjS、れあし1を楽しめる岡垣」を広く

町民にアピールするもので21世紀

をむかえるにふさわしいもの

ト内　容　テーマを満たすオリジナル作品

卜資　格　制こありません。

ト用　紙　ハカキ大以上B5サイズまでの大

きさで庫さは画用紙程度とする。

ト彩　色　一色とする。

ト応　募　用紙一枚につき一点とし、一人何

点でも応募できます。

作品の裏側には一点ことに、住所、

氏名、生年月日、性別、競業、電

話番号を記入のうえ、5月30日出

までに岡垣町役場町長公害「シン

ボルマーク」係（遠賀謡岡垣町大

字野間697－1℡282－1211）まで

ト表　影　最優秀作品（一点）‥賞状と記念品

優秀作品（ニ点）…‥賞状と記念品

卜問い合わせ　岡垣町役場町長公室シンボル

マーク係へ

福岡県からのお知らせ

6月1日は講義驚。
●問い合わせ＝若松県税事務所

℡（761）4025

お詫びと訂正

5月25日号の私たちの健康を守る・・・……

国保の中に誤りがありました。

誤り　　　　　　　正しい

自己負担額が　　　自己負担額が
5万7千円を……　　6万円を……・・・…

住民税非課税者は　　住民税非課税者は
3万1．800円　　　　3万3．600円

訂正し深くお詫びします。

●
第
一
次
賦
験
目
）
6
月
2
8
日
（
日
）

●
申
込
み
期
間
）
5
月
1
8
日
（
月
）
か

ら
0
0
日
（
土
）
ま
で

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
）
手
間
東
京

都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
日
3
番
5
号

「
東
京
消
防
庁
人
事
邦
人
寧
課
採
用
係
」

℡

0

3

（

3

2

1

2

）

2

1

1

1

へ

つ
い
て
便
箋
l
枚
程
度
）

●
申
込
期
限
）
6
月
1
5
日
（
月
）
ま
で

●
申
込
み
・
闘
い
合
わ
せ
）
〒
棚
北
九

州
市
八
幡
東
区
枝
光
本
町
8
－
1
の
ス

ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
　
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ペ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
係
℡
（
6
7

2

）

3

6

7

0

へ

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ペ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
基
加
害
購
葉

㈱
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
で
は
、
8
月

1
日
～
8
日
に
米
国
ス
ペ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ
で
開
催
さ
れ
る
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ペ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
」
に
派
遣
す

る
高
校
生
キ
ャ
ン
パ
ー
2
人
を
公
募
し

て
い
ま
す
。

●
派
遣
者
数
）
高
校
在
学
中
の
男
女
1

人
ず
つ
、
合
計
2
人

●
応
募
資
格
）
心
身
と
も
に
健
康
な
男

女
で
本
人
の
意
思
を
英
語
で
伝
達
で
き

る
能
力
を
も
つ
人

●
応
募
書
籍
）
英
作
文
（
応
募
の
動
機

宇
宙
へ
の
夢
、
自
己
の
将
来
の
目
標
に

こ
ん
な
と
き
は

婦
人
椙
駿
員
へ
…
…
…

●
結
婚
・
離
婚
・
男
女
間
題
な
ど
で
悩

ん
で
い
ろ

●
夫
の
暴
力
、
家
庭
不
和
、
生
活
の
い

き
づ
ま
り
な
ど
で
困
っ
て
い
る

こ
の
よ
う
な
女
柱
の
相
談
に
応
じ
、

問
題
解
決
に
協
力
す
る
の
か
「
婦
人
相

談
員
」
で
す
。

相
談
は
、
い
っ
さ
い
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
柏
餓
先
）
遠
賀
福
祉
事
務
所
内
（
八

幡
西
区
則
松
・
福
岡
喋
総
合
庁
舎
3
時
）

℡

（

6

0

1

）

2

1

2

1

へ

古
本
馴
劉
副
劉
甲

●
期
　
間
）
5
月
鳩
目
（
金
）
～
6
月

如
日
（
火
）

●
場
　
所
）
町
内
の
各
病
院
及
び
医
院

●
時
　
間
）
各
病
院
、
医
院
の
診
療
時

間
内

●
対
象
者
）
3
歳
以
上
の
希
望
者
。
た

だ
し
、
3
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
で
ま
だ

1
度
も
受
け
ら
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

今
年
1
～
2
週
間
の
間
隔
を
お
い
て
2

回
接
種
し
、
さ
ら
に
来
年
1
回
接
謡
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
韮
礎
免
疫
が
で
き
ま

す
。
そ
の
後
は
3
年
に
1
回
の
追
加
接

謡
（
小
学
校
1
年
、
2
年
、
5
年
生
、

中
学
校
2
年
生
）
に
な
り
ま
す
の
で
、

入
学
さ
れ
る
前
に
ぜ
ひ
基
礎
免
疫
を
つ

け
る
よ
う
心
か
け
て
く
だ
さ
い
。

●
料
　
金
）
　
秘
蔵
以
上
は
1
回
に
つ

き
脚
円

●
接
竃
方
法
）
基
礎
先
安
の
で
き
た
人

は
3
年
に
1
回

●
持
参
晶
）
印
鑑
（
接
穂
日
の
朝
、
体

温
を
測
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
）

●
そ
の
他
　
中
学
生
以
下
、
生
活
保
護

及
び
町
県
民
税
が
均
等
割
額
以
下
の
世

帯
の
人
で
の
採
種
希
望
者
は
、
役
場
保

健
衛
生
係
で
無
料
用
の
問
診
票
を
受
領

し
て
く
だ
さ
い
。

鵜
乳
児
健
康
割
引
－

音
訓
引
か
生
り
割
引
－

●
期
　
日
　
5
月
2
1
日
（
木
）

●
時
　
間
・
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
u
時

・
曲
馬
　
1
3
時
0
0
分
～

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

●
対
象
者
　
生
後
3
カ
月
～
倣
カ
月
未

満
児

●
服
用
方
法
　
6
週
間
以
上
の
間
隔
を

お
い
て
2
回
服
用

●
持
参
晶
　
母
子
健
康
手
仮
・
印
鑑

●
料
　
金
　
無
料

●
糊
　
口

●
時
　
間
・

●
と
こ
ろ

●
対
照
者

●
内
　
容

●
持
参
品

●
料
　
金

5
月
鉛
白
（
金
）

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

億
鯵
　
1
3
時
0
0
分

中
央
公
民
館

平
成
3
年
7
月
～
成
月
生

ま
れ
の
乳
児

診
察
、
身
体
測
定
、
保
健

指
導

母
子
健
康
手
帳

無
料
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